
                            

 
 

昼
の
月 

 
 

昼
の
月
を
見
る
と 

母
を
思
う 

 

こ
ち
ら
が
忘
れ
て
い
て
も 

 

ち
ゃ
ん
と
見
守
っ
て
い
て
下
さ
る 

 

母
を
思
う 

 

か
す
か
で
あ
る
が
ゆ
え
に 

 

か
え
っ
て
心
に
し
み
る 

 

昼
の
月
よ 

坂
村
真
民 

 

月
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

道
元
禅
師
も
月
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ
て

お
い
で
で
し
た
。
月
に
ま
つ
わ
る
文
章

も
沢
山
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 

宵
は
有
り
難
く
て
寝
ら
れ
そ
う
も
な
い
」

禅
師
が
亡
く
な
る
二
週
間
前
の
十
五
夜

の
月
で
し
た
。
今
年
の
中
秋
の
名
月
は
九

月
二
十
九
日
、
何
と
両
祖
様
（
道
元
禅
師
、

瑩
山
禅
師
）
の
ご
命
日
と
一
緒
の
日
と
な

り
ま
し
た
。 

 

月
で
印
象
に
あ
る
の
が
表
題
の
坂
村

真
民
さ
ん
の
詩
「
昼
の
月
」
で
す
。
私
た

ち
は
お
月
様
が
現
れ
る
と
お
月
様
が
出

た
と
い
う
。
お
月
様
が
沈
む
と
お
月
様
が

隠
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
新
月
の
夜
だ

っ
た
り
、
雲
の
中
で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
見

え
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
お
月
様
は

決
し
て
消
え
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
昼
間
で
も
見
え

な
い
け
れ
ど
出
て
い
ま
す
。
確
実
に
空
の

ど
こ
か
に
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
亡
く
な
ら

れ
た
人
も
見
え
な
い
け
れ
ど
も
ず
っ
と

私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。
真
民
さ
ん
は
大
切
な
母
を
亡
く
し
、

空
に
煌
々
と
輝
く
月
を
見
る
た
び
に
、
昼

間
見
え
な
い
時
も
微
か
に
見
え
る
時
も

い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
に
違
い

な
い
と
母
へ
の
思
い
を
込
め
て
こ
の
詩

を
書
き
ま
し
た
。 

 

秋
か
ら
冬
、
澄
ん
だ
空
に
輝
く
月
は
と

て
も
綺
麗
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
月

を
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
道
元
様
も
眺
め

た
で
あ
ろ
う
有
り
難
い
月
で
す
。 

 

 

令
和
五
年 

年
回
忌
表 

[

回
忌] 

 
 

[

没
年] 

一
周
忌     

令
和
四
年 

三
回
忌     

令
和
三
年 

七
回
忌     

平
成
二
十
九
年 

十
三
回
忌   

平
成
二
十
三
年 

十
七
回
忌   

平
成
十
九
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
三
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
九
年 

三
十
三
回
忌 

平
成
三
年 

五
十
回
忌   

昭
和
四
十
九
年 

百
回
忌     

大
正
十
三
年 

 

▼
令
和
五
年
度(2

0
2
3

)

の
年
回
忌
表
で

す
。
当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
本
堂
に
は
張
り
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。

正
当
各
家
に
は
昨
年
十
一
月
中
旬
に
通

知
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申
し
込
み
は

お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
「
周
」

は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
、

亡
く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
め
ぐ
り

し
た
翌
年
の
そ
の
日
を
一
周
忌
と
呼
ぶ
。

回
忌
と
は
亡
く
な
ら
れ
た
日
を
最
初
の

忌
日
と
考
え
て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三

回
忌
」
と
な
る
。
以
降
は
丸
六
年
目
が
七

回
忌
、
丸
十
二
年
目
が
十
三
回
忌
と
な

る
。 

 

宗旨 曹洞宗（そうとうしゅう）/ 本尊 釈迦牟尼仏 / 両祖 永平寺道元禅師 總持寺瑩山禅師 (一仏両祖) 
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「
道
元
禅
師
観
月
の
像
」
は
福
井
県
大

野
の
宝
慶
寺
に
伝
わ
る
月
を
眺
め
て
い

る
お
姿
で
す
。
禅
師
の
「
春
は
花
、
夏
ほ

と
と
ぎ
す
、
秋
は
月
、
冬
雪
さ
え
て
す
ず

し
か
り
け
り
」
の
句
も
有
名
で
す
。
ま

た
、
中
秋
の
名
月
を
詠
ん
だ
和
歌
が
あ

り
ま
す
。『
ま
た
見
ん
と 

お
も
ひ
し
と

き
の 
秋
た
に
も 

こ
よ
ひ
の
月
に 

ね
ら
れ
や
は
す
る
』
禅
師
は
晩
年
重
い

病
に
か
か
り
京
都
で
治
療
に
専
念
す
る

こ
と
に
な
り
そ
の
折
り
に
詠
ま
れ
た
歌

で
す
。「
も
う
今
年
の
月
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
再
び
美

し
い
月
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

宵 

 

道元禅師観月の像 



                            

大
般
若
法
要
報
告 

六
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
四
年
ぶ
り

の
大
般
若
会
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
開
催
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
り
人
が
集
ま
る
法
会
は
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
三
年
間
の
休
み
を
経
て
こ

の
た
び
無
事
に
お
勤
め
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
随
喜
御
寺
院
は
二
十
五
名
。

檀
信
徒
お
参
り
は
四
十
名
で
し
た
。 

            

法
要
後
の
ご
法
話
は
北
信
越
管
区
布

教
師
と
し
て
ご
活
躍
中
の
村
上
市
羽
黒

町
宝
光
寺
住
職
丹
羽
直
行
老
師
に
お
願

い
を
い
た
し
ま
し
た
。
老
師
は
在
家
の

生
ま
れ
で
し
た
が
ご
縁
が
あ
っ
て
同
じ

く
羽
黒
町
の
龍
皐
院
丹
羽
正
玄
老
師
に

弟
子
入
り
を
し
僧
侶
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
三
十
八
歳
、
熱
心
に
布
教
活
動
に

な 

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

                          

お
寺
の
孫
二
人
も
初
め
て
の
こ
と
で

大
興
奮
、
般
若
の
風
に
あ
た
り
健
康
成

就
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。 

 

大
般
若
法
会
は
大
般
若
六
百
巻
を
大

勢
の
御
寺
院
様
に
よ
り
転
読
し
、
世
界
平

和
、
国
家
安
泰
、
檀
信
徒
皆
様
の
家
内
安

全
、
身
体
堅
固
、
交
通
安
全
、
諸
難
消
滅
、

疫
病
退
散
、
所
願
成
就
な
ら
ん
こ
と
を
祈

願
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、
先
祖
代
々
霊

位
の
ご
供
養
法
要
、
ご
法
話
が
あ
り
ま

す
。
法
要
終
了
後
は
お
寺
で
用
意
し
た
粗

飯
、
供
菓
、
飲
み
物
等
を
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

こ
の
大
法
要
は
毎
年
六
月
十
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
よ
う

や
く
収
束
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
来
年
も
皆

様
の
ご
参
集
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。
尚
、
祈
願
の
お
札
は
担

当
の
役
員
様
よ
り
お
届
け
と
な
り
ま
す
。 

            

■
訃
報 

清
流
寺
二
十
世
遷
化 

 

五
月
二
十
二
日
新
発
田
市
上
中
山
、
清

流
寺
二
十
世
住
職
重
興
大
安
法
道
大
和

尚
（
二
瓶
法
道
師
）
が
遷
化
さ
れ
た
。
世

寿
七
十
歳
。
七
月
七
日
逮
夜
、
八
日
本
葬

儀
が
十
二
教
区
寺
院
及
び
有
縁
関
係
寺

院
多
数
参
列
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。 

        

秉
炬
師
は
大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
・
群

馬
県
沼
田
市
迦
葉
山
龍
華
院
住
職
羽
仁

素
道
老
師
が
務
め
ら
れ
た
。
法
道
師
は
昭

和
五
十
五
年
永
平
寺
に
安
居
さ
れ
、
送
行

後
は
迦
葉
山
に
典
座
（
料
理
長
）
と
し
て

務
め
、
後
、
請
わ
れ
て
永
平
寺
の
吉
祥
閣

典
座
と
な
り
、
参
籠
者
を
も
て
な
す
料
理

主
任
と
し
て
七
年
の
長
き
に
わ
た
り
奉

職
さ
れ
た
。
当
寺
の
毎
年
の
大
般
若
法

要
、
平
成
二
十
五
年
の
授
戒
会
等
、
参
拝

者
に
お
出
し
す
る
料
理
の
主
任
と
し
て

も
三
十
年
以
上
務
め
て
く
だ
さ
れ
た
。
二

瓶
老
師
の
精
進
料
理
は
最
高
で
し
た
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

写経の会  毎月第２日曜 午後１時～３時（１月２月は休会）  静かなお寺で功徳を積みましょう。 
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□
月
忌
米
・
護
持
費
納
入
の
お
願
い 

 
十
一
月
中
旬
に
担
当
役
員
さ
ん
よ
り

納
付
書
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

金
額
を
確
認
の
上
役
員
さ
ん
宅
へ
届
け

る
か
、
直
接
お
寺
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
る
方

は
同
封
郵
便
振
替
用
紙
に
て
お
振
り
込

み
い
た
だ
く
か
、
お
寺
へ
お
持
ち
に
な

っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
尚
、ATM
で
現
金

で
送
金
さ
れ
る
場
合
に
は
加
算
料
金

1
1
0

円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
通
帳
よ

り
の
送
金
は
無
料
で
す
。
振
込
手
数
料

は
従
来
ど
お
り
加
入
者
（
当
寺
）
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
は
振
り

込
み
が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
領
収
書
を

発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
よ
り
振

替
払
込
受
領
証
を
も
っ
て
領
収
書
の
替

わ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

□
来
年
度
年
回
忌
の
ご
案
内 

 

十
一
月
中
旬
に
来
年
度
年
回
忌
に
当

た
ら
れ
て
い
る
各
家
に
は
そ
れ
ぞ
れ
郵

送
に
て
ご
案
内
通
知
を
送
付
い
た
し
ま

す
。
尚
、
十
一
月
、
十
二
月
中
の
年
忌

に
つ
い
て
は
来
年
の
こ
と
で
す
の
で
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
年
忌
読
経
供
養
に
つ
き
ま
し
て

は
日
時
を
確
認
し
て
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

工
事
及
び
境
内
整
備 

・
墓
地
除
草
剤
散
布 

 

五
月
中
旬
・
七
月
上
旬 

高
橋
土
建 

・
中
庭
桜
枝
折
れ
処
理 

 

六
月
一
日 

 
 
 
 

井
上
材
木
店 

・
墓
地
杉
伐
倒 

 

五
月
二
十
四
日
～
二
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上
材
木
店 

       

昨
年
暮
れ
の
雪
害
で
墓
地
の
杉
が
一

本
倒
れ
お
墓
に
被
害
が
で
ま
し
た
。
付
近

の
杉
の
木
も
倒
木
の
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
計
四
本
伐
倒
し
ま
し
た
。 

・
境
内
庭
木
剪
定 

 

六
月
二
十
六
日 

 

シ
ル
バ
ー
人
材 

 

 
 
 
 

仏
事
の
知
識 

 
 

忌
日
の
数
え
方 

 

葬
儀
後
、
初
七
日
法
要
の
日
程
は
亡
く

な
っ
た
日
を
一
日
目
と
し
て
数
え
る
の

で
七
日
目
が
初
七
日
と
な
る
。
現
在
中
陰

（
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
七
日
ご
と
四
十

九
日
ま
で
）
供
養
は
正
当
日
に
行
う
場
合

が
多
い
が
、
中
国
で
成
立
し
た
十
王
経
に

よ
る
と
七
日
目
ご
と
に
十
王
に
よ
る
裁

判
を
受
け
次
の
行
く
先
が
決
ま
る
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
逮
夜
」
と
い
っ

て
前
晩
に
当
日
の
裁
判
の
印
象
を
よ
く

す
る
た
め
の
追
善
供
養
を
行
う
こ
と
も

あ
っ
た
。 

十
王
と
は
、
初
七
日
、
二
七
日
、
三
七

日
、
四
七
日
、
五
七
日
、
六
七
日
、
七
七

日
（
四
十
九
日
・
満
中
陰
）、
百
ヶ
日
、
一

周
忌
、
三
回
忌
の
節
目
ご
と
に
死
者
の
生

前
の
行
い
を
審
判
す
る
十
人
の
冥
府
の

王
を
さ
す
。
な
お
、
四
十
九
日
の
日
程
は

本
来
正
当
日
に
行
う
が
、
諸
々
の
事
情
に

よ
り
六
七
日
を
過
ぎ
た
土
曜
、
日
曜
に
設

定
し
て
い
る
。
近
年
は
四
十
九
日
法
要
に

合
わ
せ
て
納
骨
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
葬

儀
後
納
骨
し
た
場
合
は
毎
日
墓
参
り
し

て
お
線
香
、
お
ロ
ウ
ソ
ク
、
お
花
を
手
向

け
て
供
養
す
る
。 

 曹洞宗公式ホームページ https://www.sotozen-net.or.jp/ 曹洞宗の活動をご覧ください。QR コード  
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□
千
眼
寺
大
般
若
（
住
職
神
田
秀
孝
師
） 

 

村
上
市
平
林
千
眼
寺
様
で
は
七
月

一
日
十
八
教
区
寺
院
及
び
関
係
寺
院

に
よ
り
従
来
ど
お
り
の
大
般
若
法
要

を
厳
修
し
た
。 

□
本
寺
開
山
忌 

 

当
寺
の
本
寺
で
あ
る
二
十
教
区
村
上

市
門
前
・
霊
樹
山
耕
雲
寺
（
住
職
菊
地
光

彦
師
・
末
寺
門
葉
八
百
余
ヶ
寺
）
で
は
ご

開
山
梅
山
聞
本
大
和
尚
の
ご
命
日
で
あ

る
九
月
七
日
に
開
山
忌
を
厳
修
す
る
。
本

年
も
昨
年
同
様
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
を
鑑
み
役
寮
の
み
に
て
の
法
要
が
修

行
さ
れ
る
。 

 

仏
事
の
知
識 

→
 

 

■
訃
報 

瑞
雲
寺
三
十
四
世
遷
化 

 

六
月
十
四
日
新
発
田
市
中
央
町
、
瑞
雲

寺
前
住
職
三
十
四
世
大
法
哲
夫
大
和
尚

（
山
口
哲
夫
師
）
遷
化
さ
れ
た
。
世
寿
九

十
歳
。
本
葬
秉
炬
師
は
本
寺
同
市
寶
光
寺

住
職
寺
﨑
敬
道
師
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

■
訃
報 

白
蓮
寺
二
十
世
遷
化 

 

六
月
二
十
日
新
発
田
市
五
十
公
野
、
白

蓮
寺
住
職
二
十
世
大
圓
信
行
大
和
尚
（
関

根
信
行
師
）
が
遷
化
さ
れ
た
。
世
寿
七
十

七
歳
。
本
葬
秉
炬
師
は
本
寺
同
市
来
迎
寺

住
職
太
田
俊
秀
師
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

写
経
の
会 

 

写
経
の
経
典
は
「
般
若
心
経
」
で
す
。
写

経
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
薄
く
印
刷
さ

れ
た
お
経
に
文
字
を
な
ぞ
り
書
き
し
ま
す
。

筆
記
具
は
筆
ペ
ン
、
鉛
筆
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
等

何
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
願
い
を
込
め
て
一

字
一
字
丁
寧
に
お
経
を
写
し
て
い
き
ま
す
。 

毎
月
第
二
日
曜
日
（
一
月
二
月
は
休
会
）

午
後
一
時
か
ら
三
時
の
間
、
都
合
の
良
い
時

間
に
来
て
写
経
し
ま
す
。 

  



                  

 
 

お
寺
か
ら
の
お
願
い 

▼
下
草
火
災
発
生 

 
 

胎
内
市
防
災
無
線
（
西
栄
町
地
内
下
草

火
災
発
生
）
で
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
と
お

り
、
お
盆
の
十
三
日
午
前
八
時
二
十
分
頃
、

参
道
脇
の
ゴ
ミ
の
山
が
燃
え
て
い
ま
し

た
。
お
参
り
の
方
が
発
見
し
消
防
署
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
り
、
無
事
鎮
火
い
た
し
ま

し
た
。
今
夏
は
毎
日
気
温
三
十
七
度
超
え

で
、
墓
掃
除
で
集
め
ら
れ
た
枯
れ
草
も
乾

燥
し
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
（
火
の
付

い
た
線
香
、
マ
ッ
チ
の
燃
え
か
す
等
）
で
も

大
き
な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
で
大
事
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
お
参
り
に
は
十
分
に
火
の
元
の
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。
檀
家

さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま
す
。 

寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩
み

の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養
い
た
し

ま
す
。
広
厳
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

動物供養塔（ペットのお墓） 寂光塔（永代供養合同墓所） 

 

雲
泉
寺
通
信
（
住
職
神
田
恭
真
師
） 

 

七
月
九
日
大
般
若
会
に
併
せ
昨
年
三

月
に
遷
化
さ
れ
た
二
十
八
世
片
野
徹
榮

大
和
尚
の
一
周
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ

た
。
ま
た
、
六
月
十
八
日
に
は
十
八
教
区

護
持
会
春
季
集
会
が
雲
泉
寺
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
御
寺
院
、
檀
信
徒
六
十
名
が

参
加
し
た
。
こ
の
集
会
前
ま
で
に
昨
年

八
月
の
下
越
水
害
で
被
害
が
あ
っ
た
堂

宇
（
寺
院
控
え
室
）
が
解
体
さ
れ
広
い
駐

車
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。 

                  

全
体
の
復
旧
に
は
ま
だ
数
年
が
か
か

り
ま
す
が
、
徐
々
に
境
内
も
内
部
も
整

備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

雲
泉
寺
本
堂
裏
手
の
山
の
上
に
は
歴

住
代
々
の
お
墓
が
あ
る
が
、
先
住
の
お

墓
も
一
周
忌
に
合
わ
せ
建
立
さ
れ
た
。 

 

  

雲泉寺歴住墓所 二十八世墓所 

 

消防車による消火後の状態 


